
南 相 馬 市 告 示 第 ８ １ 号  

南 相 馬 市 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 事 業 実 施 要 綱 を 次 の

よ う に 定 め る 。  

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ２ ６ 日  

南 相 馬 市 長  門 馬  和 夫  

 

南 相 馬 市 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 事 業 実 施  

要 綱   

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 告 示 は 、 東 日 本 大 震 災 に 伴 う 福 島 第 一 原 子 力 発

電 所 の 事 故 に よ り 避 難 を し た 市 内 の 既 存 住 宅 の 所 有 者 が 、

当 該 住 宅 の 既 存 住 宅 状 況 調 査 等 を 希 望 す る 場 合 に 、 予 算 の

範 囲 内 に お い て 、 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 を 派 遣 す る こ と

に よ り 、 帰 還 等 を 促 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 告 示 に お い て 、次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、

当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

⑴  既 存 住 宅 状 況 調 査 等  国 土 交 通 大 臣 が 定 め る 既 存 住 宅

状 況 調 査 方 法 基 準（ 平 成 ２ ９ 年 国 土 交 通 省 告 示 第 ８ ２ 号 ）

に よ り 実 施 す る 調 査 及 び 、 こ の 調 査 結 果 に よ り 作 成 す る

修 繕 計 画 を い う 。  

⑵  既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者  こ の 告 示 に 基 づ き 既 存 住 宅

状 況 調 査 等 の 業 務 を 行 う 者 を い う 。  

⑶  帰 還 等  福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に よ る 避 難 以 前

に 居 住 し て い た 既 存 住 宅 に 戻 り 居 住 す る こ と 、 こ の 既 存

住 宅 を 住 宅 と し て 一 時 的 に 賃 貸 す る こ と 、 又 は 住 宅 と し

て 売 却 す る こ と を い う 。  

 

（ 補 助 対 象 住 宅 ）  

第 ３ 条  こ の 事 業 の 対 象 と な る 住 宅 （ 以 下 「 対 象 住 宅 」 と い

う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 全 て 満 た す も の と す る 。  

⑴  所 有 者 が 帰 還 等 を す る 予 定 の 戸 建 住 宅  



⑵  市 内 に 在 り 、 避 難 以 降 居 住 し て い な い 住 宅  

⑶  過 去 に こ の 告 示 に 基 づ く 既 存 住 宅 状 況 調 査 等 を 実 施 し

て い な い 住 宅  

 

（ 対 象 者 ）  

第 ４ 条  こ の 事 業 の 対 象 と な る 者 は 、 対 象 住 宅 の 所 有 者 で 、

市 税 を 滞 納 し て い な い も の と す る 。  

 

（ 業 務 の 委 託 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 こ の 事 業 に 関 す る 業 務 の 全 部 又 は 一 部 を 既

存 住 宅 状 況 調 査 を 行 う こ と が で き る 機 関（ 以 下「 受 託 機 関 」

と い う 。 ） に 委 託 す る こ と が で き る 。  

 

（ 派 遣 の 申 込 み ）  

第 ６ 条  既 存 住 宅 状 況 調 査 等 を 希 望 す る 対 象 住 宅 の 所 有 者

（ 当 該 対 象 住 宅 が 共 有 に 係 る も の で あ る 場 合 は 、 当 該 共 有

者 が そ れ ら の 者 か ら 選 任 し た 代 表 者 １ 人 を い う 。 以 下 「 派

遣 依 頼 者 」 と い う 。 ） は 、 構 造 的 に 独 立 し た 棟 ご と に 、 既

存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 申 込 書 （ 様 式 第 １ 号 。 以 下 「 派

遣 依 頼 書 」 と い う 。 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 市 長 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。  

⑴  対 象 住 宅 の 付 近 見 取 図  

⑵  対 象 住 宅 の 各 階 平 面 図 又 は 間 取 り 図  

⑶  対 象 住 宅 の 全 景 写 真  

⑷  納 税 証 明 書  

⑸  市 が 発 行 す る 届 出 避 難 場 所 証 明 書  

⑹  第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 長 が 必

要 と 認 め る 書 類  

 

（ 派 遣 の 決 定 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 提 出 を 受 け た と き は 、 派

遣 す る 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 を 決 定 し 、 既 存 住 宅 状 況 調

査 技 術 者 派 遣 決 定 通 知 書（ 様 式 第 ２ 号 。以 下「 決 定 通 知 書 」

と い う 。 ） に よ り 派 遣 依 頼 者 に 通 知 す る も の と す る 。  



２  市 長 は 、前 項 の 決 定 通 知 書 の 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、

決 定 通 知 書 の 内 容 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

３  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ き 決 定 通 知 書 の 内 容 を 変 更 し

た と き は 、既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 決 定 変 更 通 知 書（ 様

式 第 ３ 号 ） に よ り 、 速 や か に 派 遣 依 頼 者 に 通 知 す る も の と

す る 。  

（ 派 遣 の 辞 退 ）  

第 ８ 条  派 遣 依 頼 者 は 、 前 条 第 １ 項 に 規 定 す る 決 定 通 知 書 を

受 け た 後 に お い て 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 の 派 遣 を 辞 退 す

る と き は 、 調 査 の 日 の 前 日 ま で に 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者

派 遣 辞 退 届 （ 様 式 第 ４ 号 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。  

 

（ 派 遣 決 定 の 取 消 し ）  

第 ９ 条  市 長 は 、 派 遣 依 頼 者 が 次 の 各 号 い ず れ か に 該 当 し た

と き は 、 第 ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 派 遣 の 決 定 を 取 り 消 す

こ と が で き る 。  

⑴  虚 偽 又 は 不 正 な 手 段 に よ り 派 遣 の 決 定 を 受 け た こ と が

判 明 し た と き 。  

⑵  第 ６ 条 に 基 づ く 派 遣 申 込 書 の 内 容 と 補 助 対 象 住 宅 の 状

況 が 、 大 き く 相 違 し て い る こ と が 判 明 し た と き 。  

⑶  そ の 他 市 長 が 不 適 当 と 認 め る 理 由 が 生 じ た と き 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 派 遣 の 決 定 を 取 り 消 し た と き

は 、 理 由 を 付 し て 、 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 取 消 通 知

書（ 様 式 第 ５ 号 ）に よ り 派 遣 依 頼 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

 

（ 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 の 派 遣 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 第 ７ 条 第 １ 項 に よ り 既 存 住 宅 状 況 調 査 技

術 者 を 決 定 し た と き は 、 速 や か に 当 該 既 存 住 宅 状 況 調 査 技

術 者 を 派 遣 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 派 遣 に 要 す る 費 用 ）  

第 １ １ 条  既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 の 派 遣 に 要 す る 費 用 は 、

１ ５ 万 円 を 上 限 に 市 が 負 担 す る も の と す る 。  



 

（ 調 査 結 果 等 の 通 知 ）  

第 １ ２ 条  受 託 機 関 は 、 既 存 住 宅 状 況 調 査 の 結 果 を 市 長 に 報

告 す る と と も に 、 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 派 遣 事 業 結 果 通

知 書 （ 様 式 第 ６ 号 ） に 結 果 報 告 書 を 添 え て 派 遣 依 頼 者 に 通

知 す る も の と す る 。  

 

 

（ 派 遣 依 頼 者 に 対 す る 説 明 ）  

第 １ ３ 条  既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 は 、 派 遣 依 頼 者 か ら 既 存

住 宅 状 況 調 査 等 の 結 果 に つ い て 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、

こ の 求 め に 応 じ な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 派 遣 依 頼 者 に 対 す る 指 導 及 び 助 言 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は 、 派 遣 依 頼 者 に 対 し て 、 事 業 の 適 正 な 施 行

の た め 必 要 な 指 導 及 び 助 言 を す る こ と が で き る 。  

 

（ 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 等 の 責 務 ）  

第 １ ５ 条  既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 及 び 受 託 機 関 は 、 こ の 事

業 に 関 し 知 り 得 た 個 人 情 報 を 第 三 者 に 漏 ら し て は な ら な い 。 

２  既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 は 、 次 に 掲 げ る 行 為 を し て は な

ら な い 。  

⑴  既 存 住 宅 状 況 調 査 に 関 し 、 派 遣 依 頼 者 か ら 第 １ １ 条 に

規 定 す る 費 用 負 担 額 以 外 の 金 銭 等 を 受 け 取 る こ と 。  

⑵  派 遣 依 頼 者 に 対 し 、 不 必 要 な 改 修 を 勧 め る こ と 。  

⑶  そ の 他 既 存 住 宅 状 況 調 査 技 術 者 と し て ふ さ わ し く な い

行 為 を 行 う こ と 。  

 

（ そ の 他 ）  

第 １ ６ 条  こ の 告 示 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 市

長 が 別 に 定 め る 。  

 

   附  則  

こ の 告 示 は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  



 

 


